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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,単球走化性因子 (MCP･1)の肥大型心筋症 (HCM)患者に対する関与に
ついてのretrospectiveな追跡調査の報告である｡
26名のHCM患者と20名の対象患者における血中MCP･1膿度および心筋のMCP･1
発現について検討を行うと､HC雨患者それも特に左室収縮不全を伴う患者で有意に血
中MCP･1濃度の高値を認めた｡また､免疫組織学的解析にて左室収縮不全を伴うHCM
患者の心筋からMCP-1の発現が認められた｡
これらの結果により､MCP･1はHCM患者の収縮不全に関与しており､発病機序へ
の関与が示唆された｡本論文はこのようにMCP-1のHCM関与に重要な知見を得た価
値ある業績であると思われる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
